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2018年 出来事

 平昌五輪で日本最多メダル

 西日本豪雨、死者220人超

 日大アメフト危険タックル。スポーツ界で

不祥事相次ぐ

 日産・ゴーン会長を逮捕

 北海道胆振地震

 大型台風襲来、関西空港浸水

「災害級の暑さ」
＊熱中症による救急搬送人員数が過去最多

https://www.yomiuri.co.jp/feature/t
op10news/20181221-OYT8T50059/
より

https://www.yomiuri.co.jp/feature/top10news/20181221-OYT8T50059/


https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/index.htmlより

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/index.html


https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/index.htmlより

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/index.html


本日の内容

I.熱中症とは

II.熱中症のリスク因子

III.日常に潜む熱中症

IV.熱中症の治療

V.日頃からできる熱中症対策

VI.コロナとの見分け方
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Ⅰ.熱中症とは

暑熱環境における身体適応の
障害によって起こる状態の総称

暑熱環境に居る、あるいは居た後の体調
不良はすべて熱中症の可能性がある

日本救急医学会熱中症分類2015より引用



https://www.marathon.tokyo/about/medical/medical_heatstroke/index.htmlより

https://www.marathon.tokyo/about/medical/medical_heatstroke/index.html
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Ⅱ.熱中症のリスク因子

発症時期 梅雨明け後7月中旬
から8月上旬

発症時刻 12時および15時前後

性別 男性

発生状況 若年男性はスポーツ
中壮年男性は労働

重症化因子 高温多湿な環境
飲水の機会少ない



Ⅱ.熱中症のリスク因子

高齢者

• 男女とも「非労作性熱中症」が多い

• 「非労作性熱中症」は、徐々に進行し気付かれ
にくい

• 高齢、屋内発症、非労作性熱中症は死亡に対する
独立危険因子である

• 高齢女性、独居、精神疾患、高血圧、糖尿病、
認知症などの基礎疾患は、重症化しやすい



Ⅱ.熱中症のリスク因子

小児

• 外気温＞皮膚温では、外気からの熱獲得が促進

• 発汗により体内水分量が減少すると、心臓や脳
への血流維持の為、皮膚の血管が収縮し熱放散
ができない

• 地面から近い為、成人と比べて顔の温度が２~3℃
異なる

• 乳児の場合、「泣かない」「ぐったり」「視線
が合わない」などは、Ⅲ度熱中症を疑う



Ⅱ.熱中症のリスク因子

気象条件

気温

湿度

風速

放射（輻射）熱

リスク増加



Ⅱ.熱中症のリスク因子

暑さ指数（WBGT）とは

熱ストレスの評価指標としてISO7243で国際的に

規格化されており、人体と外気との熱のやり取り

（熱収支）に着目した指標。

https://www.amazon.co.jp/より環境省熱中症予防情報サイトより

https://www.amazon.co.jp/


https://tenki.jp/forecaster/deskpart/2021/07/24/13349.htmlより

https://tenki.jp/forecaster/deskpart/2021/07/24/13349.html
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Ⅲ.日常に潜む熱中症

http://labaq.com/archives/51736969.htmlより



Ⅲ.日常に潜む熱中症

https://weathernews.jp/s/topics/201805/020145/より

https://weathernews.jp/s/topics/201805/020145/


Ⅲ.日常に潜む熱中症



Ⅲ.日常に潜む熱中症

https://www.sorayu.jp/shopdetail/000000000298/より

https://www.sorayu.jp/shopdetail/000000000298/
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Ⅳ.熱中症の治療

日本救急医学会 熱中症に関する委員会より



Ⅳ.熱中症の治療

重症度 症状 治療

Ⅰ度 めまい、立ち眩み、
大量の発汗、
筋肉の硬直、
意識障害はなし

現場対応可能
冷所での安静、冷却、
経口補水液

Ⅱ度 頭痛、嘔吐、倦怠感、
集中力・判断力の低
下

医療機関での診察、
体温管理、経口補水
液または点滴

Ⅲ度 意識障害、痙攣、
肝・腎機能障害、
血液凝固異常

入院加療（集中治
療）が必要、
体温・全身管理
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Ⅴ.日頃からできる熱中症対策

健常者の注意点

1.暑さを避ける

2.こまめな水分補給

3.急に暑くなる日に注意

4.暑さに備えた体づくり

5.集団生活の場では互いに配慮

6.暑さ指数の測定値を把握

行動の工夫

住まいの工夫

衣服の工夫



Ⅴ.日頃からできる熱中症対策

高齢者の注意点

1.体調

【活気、食欲の有無、熱の有無、腋窩・口腔の乾燥】

2.具合【体重、血圧、心拍、体温】

3.環境

【世話人がいない間の過ごし方、部屋の温度や湿度、

換気】



Ⅴ.日頃からできる熱中症対策

小児の注意点

1.汗腺などの体温調節能力が未発達

2.体重あたりの体表面積が大人より大きく、高
温時や炎天下では深部体温が上がりやすい

Point

顔色や汗のかき方を観察
適切な飲水行動を学習

暑さに慣れる

服装選び



https://www.sankei.com/article/20220701-3GFE7KQOVJJXNJGREJDCUFTKME/より

https://www.sankei.com/article/20220701-3GFE7KQOVJJXNJGREJDCUFTKME/


熱中症応急処置のkeyword

FIRE

F:Fluid水分補給

I:Icing冷却

R:Rest安静

E:Emergency119番
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Ⅵ.コロナとの見分け方

新型コロナウイルス感染症流行下に
おける熱中症対応の手引き（第2版）

新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた
熱中症診療に関するワーキンググループ

日本救急医学会・日本臨床救急医学会・
日本感染症学会・日本呼吸器学会



Ⅵ.コロナとの見分け方

室内換気と室温の上昇

マスク着用と熱中症発生リスク

外出自粛に伴い高齢者の孤立

熱中症とCOVID-19はいずれも多彩な全身症状を
呈する為、臨床症状のみからの鑑別は困難である

＊臨床症状を直接比較した論文なし



Ⅵ.コロナとの見分け方

マスクを着用すると体温が上がるか？

→マスク着用が体温に及ぼす影響はない

マスクを着用すると熱中症の発症が多くなるか？

→健常成人においてマスクの着用が熱中症の危険

因子になる根拠はない



まとめ

周りの人にも伝えて欲しい！！

1台の冷房を1か月
（30日）使用

Ⅲ度熱中症になった
場合の入院治療費

約4500～
6000円

数万円～
数十万円

治療よりも予防が大切！！
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